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江
嵜　

議
員
と
し
て
一
般
質

問
も
残
す
と
こ
ろ
今
回
を
含

め
２
回
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
間
、
町
長
と
氷
川
町
の
ま

ち
づ
く
り
を
議
論
し
て
き
ま

し
た
が
、
将
来
展
望
が
違
う

た
め
、
議
論
の
す
れ
違
い
が

度
々
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
山
積
し
た
課
題

は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

大
き
な
課
題
と
し
て
①
警

察
署
の
廃
止
②
消
防
分
署
の

新
設
③
ゴ
ミ
処
理
場
問
題
④

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
⑤
八
代

市
と
の
修
復
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
お
伺
い
し
ま

す
。

　

私
は
、
氷
川
警
察
署
の
存

続
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し

た
が
、
町
長
は
、
氷
川
警
察

署
廃
止
に
つ
い
て
、
県
の
方

針
を
受
け
止
め
る
と
答
え
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
で
も
変
わ

り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

県
の
考
え
方
を
受
け

止
め
ま
し
ょ
う
と
話
し
ま
し

た
が
、
県
の
考
え
方
に
同
調

す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
存
続
要
望
書

を
八
代
市
長
と
連
名
で
提
出

い
た
し
ま
し
た
。

江
嵜　

町
民
の
皆
様
の
願
い

は
、
氷
川
警
察
署
存
続
で

す
。
是
非
、
要
望
に
応
え
て

山積した課題総括と
　　今後の方向性について

江嵜　悟　議員

頂
き
た
い
。
次
に
、
消
防
分

署
の
新
設
で
す
が
、
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

総
務
課
長　

消
防
分
署
計
画

で
は
、
日
奈
久
分
署
の
次
に

計
画
が
あ
り
、
平
成
29
年
度

建
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
嵜　

八
代
市
と
氷
川
町
で

は
、
ゴ
ミ
処
理
問
題
で
ト
ラ

ブ
ル
あ
り
ま
す
が
、
分
署
建

設
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

町
長　

一
部
の
方
に
そ
の
よ

う
な
話
は
あ
り
ま
す
が
、
広

域
行
政
は
、
お
互
い
の
信
頼

関
係
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

議
論
を
捉
え
過
ぎ
て
お
り
、

組
合
計
画
に
影
響
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

江
嵜　

八
代
市
の
ゴ
ミ
処
理

場
建
設
の
地
元
説
明
会
で
、

氷
川
町
の
ご
み
受
け
入
れ
は

説
明
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
民
環
境
課
長　

説
明
会
に

出
席
し
ま
し
た
が
、
八
代
市

は
独
自
で
や
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
、
当
説
明
会
で
は

氷
川
町
の
ご
み
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

江
嵜　

八
代
市
は
、
現
在
ご

み
処
理
で
困
っ
て
い
る
の

で
、
栫
の
焼
却
場
で
２
ｔ
処

理
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

を
、
町
長
は
地
元
説
明
も
行

わ
ず
断
っ
た
た
め
、
八
代
市

が
激
怒
し
、
新
設
処
理
場
に

は
、
決
し
て
参
加
さ
せ
な
い

と
の
話
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
町
の
ご
み
処
理
は
ど
の
様

に
さ
れ
ま
す
か
。

町
長　

広
域
化
を
目
指
す
べ

き
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
明
言

で
き
る
時
期
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

江
嵜　

今
の
段
階
で
は
、
広

域
化
は
望
め
な
い
の
で
、
単

独
で
の
計
画
を
早
急
に
作
成

す
る
べ
き
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
の
用
地
買
収
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

企
画
財
政
課
長　

11
件
が
交

渉
中
で
す
。

江
嵜　

４
ha
の
元
旦
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
の
用
地
買
収
は
。

企
画
財
政
課
長　

イ
ン
タ
ー

で
１
ha
買
収
し
、
０
・
３
ha

を
会
社
で
使
用
し
、
残
り
を

賃
貸
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
町
と
し
て
は
企
業
誘
致

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

江
嵜　

元
旦
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

は
、
土
地
を
安
く
買
っ
て
高

く
売
り
、
町
は
、
学
校
改
修

の
屋
根
財
に
元
旦
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
を
使
い
、
残
り
の
土

地
の
企
業
斡
旋
を
町
が
行

う
。
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
、

残
り
の
土
地
を
町
に
寄
附
し

て
頂
く
位
の
こ
と
は
し
て
欲

し
い
。
八
代
市
と
の
関
係
修

復
は
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

メガソーラー・クリーンエネルギー
推進事業の取り組みを学ぶ

議員視察研修

　

平
成
25
年
８
月
１
日
か
ら
２
日
に
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
事
業
並
び
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
の

取
り
組
み
を
調
査
し
、
本
町
の
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
、
宮
崎
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
㈱
都
農
第
二

発
電
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

間
伐
材
を

　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に

町
民
に
読
ま
れ
る
議
会
広
報
誌
を
目
指
し
て

議
会
広
報
研
修
報
告

　

宮
崎
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
は

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
実

験
施
設
を
活
用
し
、
宮
崎

県
、
都
農
町
と
の
官
民
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
開

発
さ
れ
た
画
期
的
な
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
で
、
長

さ
３
・
９
㎞
の
高
架
上
に
１
，

２
９
６
枚
の
パ
ネ
ル
を
設
置

し
１
，
０
５
０
kw
を
発
電
す

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
・
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
町
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
、

民
間
に
よ
る
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
活

動
実
態
調
査
及
び
民

間
活
動
を
進
め
る
う

え
で
の
課
題
や
行
政

に
対
す
る
要
望
を
調

査
し
、
行
政
に
反
映

さ
せ
る
目
的
で
創
設

さ
れ
た
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
、

小
水
力
、
地
熱
、
メ

タ
ン
ガ
ス
、
木
質
バ

る
施
設
で
す
。
太
陽
光
発
電

所
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
環

境
教
育
や
観
光
施
設
と
し

て
、
地
域
活
力
の
向
上
に
貢

献
し
、
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
語
る
上
で
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
78
回
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
、
平
成
25
年
７
月
29

日
か
ら
30
日
ま
で
の
日
程
で

東
京
、
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
砂

防
で
開
催
さ
れ
、
三
浦
賢
治

議
員
、
上
田
俊
孝
議
員
が
参

加
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、
国
立
国
語

研
究
所
の
山
田
貞
雄
氏
、
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

長
澤
忠
徳
氏
、
日
本
写
真
家

協
会
会
員
の
川
西
正
幸
氏
の

３
氏
が
、
発
行
目
的
に
沿
っ

た
企
画
、
編
集
に
な
っ
て
い

る
か
。
議
会
活
動
が
適
切
に

企
画
さ
れ
、
透
明
度
の
高
い

広
報
誌
に
な
っ
て
い
る
か
。

誌
面
展
開
、
ペ
ー
ジ
編
成
が

ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
の
頁
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
か
。

行
政
の
い
ま
、
議
会
の
焦
点

課
題
が
住
民
の
立
場
か
ら
伝

え
ら
れ
て
い
る
か
。
誌
面
に

住
民
が
参
加
登
場
し
、
住
民

と
議
会
を
結
ぶ
工
夫
は
な
さ

れ
て
い
る
か
。
議
会
の
役
割

が
住
民
に
よ
く
見
え
議
会
広

報
ら
し
さ
の
あ
る
視
点
・
企

画
に
な
っ
て
い
る
か
。
賛
否

の
公
表
は
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
広
報
、
編
集

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政

明
氏
が
、
読
み
や
す
さ
、
分

か
り
や
す
さ
へ
の
編
集
技
術

に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
、
読

一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て

江
嵜　

一
般
競
争
入
札
が
、

初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
導
入
の
結
果
は
ど
う
で

し
た
か
。

町
長　

一
部
入
札
率
が
高

か
っ
た
け
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
ま
し
た
。

江
嵜　

今
後
も
高
止
ま
り
の

落
札
に
な
る
方
法
を
継
続
さ

れ
て
い
き
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長　

議
会
で
の

議
論
も
踏
ま
え
、
改
良
改
革

の
余
地
は
残
っ
て
い
ま
す
の

で
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

江
嵜　

最
低
制
限
率
を
85
％

に
落
と
せ
ば
、
町
の
税
金
が

３
千
万
浮
い
て
き
ま
す
。
こ

の
様
な
高
止
ま
り
の
入
札
を

今
後
も
続
け
る
の
で
す
ね
。
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嵜
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町
長　

お
互
い
を
信
頼
し
、

お
願
い
す
る
姿
勢
で
臨
ん
で

い
き
た
い
。

町
長

クリーンセンター

イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
話
や
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
得
た
電

気
を
各
家
庭
の
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
が
需
要
に
応
じ
て

余
っ
た
分
を
送
電
線
に
流
す

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
話
も
あ

り
ま
し
た
。
特
筆
的
な
事
で

「
山
は
再
生
可
能
な
油
田
だ
」

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用

で
Ｃ
Ｏ２
を
削
減
し
、
雇
用
が

生
ま
れ
、
山
が
再
生
す
る
と

い
う
も
の
で
、
荒
廃
し
た
山

者
に
手
に
と
っ
て
も
ら
う
ア

イ
・
キ
ャ
ッ
チ
や
訴
求
力
あ

る
表
紙
、
本
文
へ
の
誘
引
力

あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
、
目
次
表

示
に
な
っ
て
い
る
か
。
記
事

は
正
確
で
簡
潔
に
解
り
や
す

い
か
。
表
記
も
適
切
か
、
見

出
し
は
具
体
的
で
的
確
、
訴

求
力
が
あ
る
か
な
ど
の
講
義

が
あ
り
、
ま
た
、
各
地
の
議

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
一
つ
一

つ
の
議
会
広
報
誌
に
つ
い

て
、
細
か
な
ク
リ
ッ
ク
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
広
報
誌

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

の
間
伐
材
や
雑
木
を
細
か
く

砕
い
て
チ
ッ
プ
や
ペ
レ
ッ
ト

状
の
燃
料
に
し
て
石
油
や
天

然
ガ
ス
の
代
替
燃
料
に
す
る

の
で
す
。
ペ
レ
ッ
ト
や
チ
ッ

プ
工
場
が
建
設
さ
れ
、
山
で

は
原
料
と
な
る
木
材
を
下
ろ

す
新
た
な
仕
事
が
生
ま
れ
、

林
地
残
材
の
有
効
利
用
で
山

は
元
気
に
な
り
、
二
酸
化
炭

素
は
削
減
で
き
、
新
た
な
雇

用
も
生
ま
れ
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

発電所での現地研修


